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県内からは山形西高校、山形中央高校が出場！ 

第 29 回全国高等学校デザイン選手権大会 決勝大会  

2/24（土）にオンラインで配信・生中継 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：決勝大会の様子 

 
東北芸術工科大学（山形市／学長 中山ダイスケ）は、第 29 回全国高等学校デザイン選手権大会（通

称／以下：デザセン 2023）決勝大会を 2024 年 2 月 24 日（土）にオンラインで開催し、ニコニコ生

放送（および Youtube）で生中継します。 
 
決勝大会当日は、全国 612 チームの応募の中から、一次・二次審査を通過した 10 チーム（1 チーム 2

～3 名）が、提案内容を 7 分間の映像としてまとめ、アイデアを発表します。発表後に審査員との質疑

応答があります。審査員 8 名のほか、インターネット中継の視聴者が審査を行い、優勝（文部科学大

臣賞）以下を決定します。 

 
山形県内からは、山形西高校と山形中央高校が出場します。 
つきましてはぜひ県内外の多くの方にご覧いただきたく、取材等のお願いを申し上げます。 
 
■デザセンとは 
本学が主催する、高校生を対象にした問題解決・提案型の全国大会です。 
高校生が自らの視点で、社会や地域、身近なくらしの中から問題点を見つけ出し、その解決策を提案

するものです。 
何を取り組むべき問題として発見するか、それをどうとらえて探究するか…。そして、いかに画期的

な解決策を考えだし、その一連の内容をしっかりと伝達できるか…。 
とても難しいことですが、毎年、高校生らしい視点で数多くの提案が寄せられます。 
高校内では、探究型学習や課題研究の授業などで取り組まれ、例年、全国から約 1,000 件もの提案書

による応募があります。一次、二次審査を通過した 10 チームが決勝大会に進出し、公開プレゼンテー

ションに臨みます。 
決勝大会では、教育やクリエイティブなど多様な分野で活躍している審査員との質疑応答により、問

題発見の視点とその分析力、探究力、提案力、表現力などを総合的に審査します。 
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■山形西高等学校の提案 

 『地球を救え！微生物ヒーロー！！』 

阿部 文音さん、渡邉 佳純さん（2 年生） 

今私達は、地域の活性化や持続可能なエネルギーの利用方法などの問題を抱えています。そこで、持

続可能なエネルギーを利用したもので、地域の憩いの場になりうるものを作ろうと考えました。しか

し、現在普及しているものでは持続可能なエネルギーの利用とはならない、と調べを深める中で微生

物燃料電池に辿り着きました。微生物の力を活かすという中々に突飛的な考えを用いた解決策を提案

します。 

 

■山形中央高校の提案  

『山寺ゲームブックプロジェクト』 

黒柳 葉月さん、杉山 直史さん（1 年生） 

山形市を代表する観光地「山寺」は、コロナ禍によって観光客が激減しました。私たちは山寺に何度

も足を運ぶことで、山寺には他のどこにもない魅力があることに気付いていきました。今回、私たち

が山寺の魅力を発信する素材として選んだ「ゲームブック」には、他の媒体にはない多くの利点があ

ります。「ゲームブック」で山寺にリピーターを呼び込み、山寺の皆さんを笑顔にすること。それが私

たちの目的です。 

 

■第 29 回 全国高等学校デザイン選手権大会（デザセン 2023）決勝大会概要 

日時：2024 年 2 月 24 日（土）12:30 開会～17:20（終了予定） 

配信：ニコニコ生放送（https://live.nicovideo.jp/watch/lv343739641） 

主催：東北芸術工科大学／後援：文部科学省、経済産業省、山形県、山形市 ほか 

HP：https://www.tuad.ac.jp/dezasen/ 
 
＜出場チーム（発表順）＞ 
1.「もぎって育てよう～多肉植物で CO₂削減～」 岩手県立盛岡工業高等学校／岩手県 
 
2.「地球を救え！ 微生物ヒーロー！！」 山形県立山形西高等学校／山形県 
 
3.「山寺ゲームブックプロジェクト」 山形県立山形中央高等学校／山形県  
 
4.「音楽で、繋げる」 筑波大学附属駒場高等学校／東京都 
 
5.「なんでスカート履いてんの？」 愛知県立愛知総合工科高等学校／愛知県  
 
6.「らくーラ 〜体調不良者救出システム〜」 名城大学附属高等学校／愛知県  
 
7.「ワンチャンス」 大阪府立淀商業高等学校／大阪府 
 
8.「知識の連鎖」 神戸市立科学技術高等学校／兵庫県 
 
9.「「？ミステリーボックス？」 香川県立高松東高等学校／香川県 
 
10.「本農場」 九州産業大学付属九州高等学校／福岡県 

 

https://www.tuad.ac.jp/dezasen/


■決勝大会出場 10 チームの提案概要などの情報は以下をご覧ください。 

https://dezasen.jp/news/4047.html 
 
■審査員は、教育・地域づくり・クリエイティブの専門家 

＜学外審査員＞ 
酒井 淳平／立命館宇治中学校・高等学校 キャリア教育部長 
大橋マキ／元フジテレビアナウンサー/IFA 認定アロマセラピスト/一般社団法人はっぷ代表 
＜学内審査員＞ 
中山ダイスケ／審査員長、アーティスト、アートディレクター、本学学長 
柚木泰彦／プロダクトデザイナー、本学プロダクトデザイン学科教授、高大連携推進部長 
緑川岳志／株式会社ミトコンドリア 取締役 本学企画構想学科 准教授 
矢部寛明／コミュニティデザイナー、本学コミュニティデザイン学科 専任講師 
トミヤマユキコ／ライーター・マンガ研究者、文芸学科 准教授 
石沢 惠理／アートワークショップデザイナー、本学美術科 総合美術コース 専任講師 
審査員の詳しいプロフィールは以下をご参照ください。 
https://dezasen.jp/ 

 

取材いただける場合は、事前に以下の内容を、大会事務局までご連絡ください。 
表彰式後の受賞チームへのインタビューなど、ご対応いたします。 
① 貴社名 
② 代表者氏名                                     
③ 携帯番号                                        
④ メールアドレス 
⑤ 参加人数※新型コロナ感染拡大防止対策を目的とした来場者の把握となります。お手数をおかけ

いたしますが、記入へのご協力のほどお願い申しあげます。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------ 

お問合せ先：全国高等学校デザイン選手権大会 事務局 渡邉 

TEL：023-627-2139   Email：design@aga.tuad.ac.jp 


